
山形県飯豊町 農村の伝統的なものづくりワークショップの成果  20260829 いいで農村未来研究所  

 ★3 日間の活動成果と参加者の作品です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古民家の蔵の土間の三和土再生（地元の粘土を使用した三和土）、飯豊町の冨永工務店の佐藤司専務の協力。 

杉と檜の 3mm 薄板を茹でて曲げて、地元で途絶えた大平メンツ（曲げわっぱ）づくり 

飯豊町のつる細工職人・菅野俊栄さん、金野やよいさんの指導による、のぶとうのつるでのコースターづくり 

2 日間で完成した、大平メンツ弁当箱とのぶとうのつる細工のコースターのコラボ作品 


